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…O2 ) なる錯体(ここで、 A はアデニン、 D はフラピンを示す)の生成を立証し、さきに提出した反
応機構をより確実なものとしたo
以上述べたように、本論文は、重要な生体物質を含む系における光化学的酸化反応の機構について
重要な新知見を与えたものであって、理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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